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1.　はじめに

我が国の自動車塗装における塗装生産技術の
動向は、1960年代の量産技術の進歩、1980年
代の高仕上がりの追求、1990年代の環境対策、
そして2010年前後から今日に至るカーボン
ニュートラル化への取り組みへとまとめること
ができる1‒2)。塗装工程は自動車製造工場の中
で最大の二酸化炭素の排出源となっており、そ
の中でも塗装ブースが約60％を占めている。
塗装工程における二酸化炭素の排出を減らすた
めの方策として塗装ブースのコンパクト化が挙

げられる。しかし、従来のベル型静電塗装機で
の塗着効率では、塗着しなかった噴霧粒子に
よって塗装ブース内や塗装ロボットが汚れ、塗
装品質を悪化させてしまうため塗装ブースのコ
ンパクト化には限界があった。塗着効率が劇的
に向上すれば塗装ブースのコンパクト化が見込
め、ブース空調コストの低減や廃液処理の大幅
な簡素化に貢献できる。高塗着効率化の取り組
みとして静電微粒化を応用した超高塗着エアレ
ス塗装技術が既に発表されている3)。その他の
カーボンニュートラル化の取り組みとして、設
備側ではドライブース化による廃液処理にかか
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